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02 【こども保健課】

妊婦さんとご家族のお口の健康について

歯科健診を受けて、健康なお口で出産を迎えましょう

むし歯菌は感染します。

家族みんなでお口のケアをして、赤ちゃんのお口の健康を守りましょう。

昔は「妊娠すると赤ちゃんにカルシウムを取られて歯が悪くなる」と言われることがありました。

しかし、“お腹の赤ちゃんにお母さんの歯のカルシウムが取られる”ということはありません。

妊娠中に歯や歯肉の具合が悪くなる人

が多いのは、食生活の変化やつわり、女性

ホルモンの増加など、母体に起こる様々な

変化が、「お口の健康」にも大きな影響を与

えるためです。
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【 歯周病が赤ちゃんに及ぼす影響 】

Corbella et al., Odontology 100(2):232-240, 2012.
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お母さんの歯周病が、早産や低体重児

出産のリスクを高めることも報告されてい

ます。

お口の中にトラブルがある場合はもちろんですが、

妊娠したら歯科医院で健診を受けておくようにしましょ

う。つわりがおさまる妊娠４～５か月頃に歯科健診を受

けて、比較的体調の安定した妊娠中期に必要な歯科治

療を済ませましょう。

むし歯菌は生まれたばかりの赤ちゃんのお口には存在しません。周りの大人がスプーンやコップを

赤ちゃんと共有することで、唾液を介して赤ちゃんに感染します。そのため、お母さんやお父さんはもち

ろんのこと、周囲の人も日々の歯みがきを丁寧に行い、定期的に歯科健診を受け、お口の健康を保ち

ましょう。それが赤ちゃんのむし歯予防にもつながります。

妊娠中でも歯の治療は受けられます！

豊橋市では妊娠中から産後1年未満の方を

対象に「妊産婦歯科健診」を実施しています。

産後は歯医者さんに行く時間がとりづらくなりますので、妊娠中の受診がおススメです。



03 【子育て支援課】

豊橋市子育て応援企業の募集



【長寿介護課】05 お互いさまのまちづくりの推進

【都市交通課】04 自転車利用の促進



06 【健康増進課】

こころの健康づくり講演会について
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